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Ｖ２０１２の振り返り
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計画 実績

（億円）【売上】 【営業損益】

33,000
31,154

40,000

30,716
2,000

1,1461,100

578

計画 実績

• 海外での高い成長目標に対し、経営資源の集中が進まず

• 東日本大震災、タイ洪水、欧州危機等の外部環境変化に適応できる財務体力が不足

計画 実績 計画 実績

（億円）

12年度10年度 12年度10年度

高い収益目標を目指すも、コアアセットを活かした拡大モデルを描けず

営業利益率

3.3%

1.9%

5.0%

3.7%

19%
25%

16%

海外売上
比率

15%
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市場環境の見通し
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
市
場
環
境

国内市場は政府の市場活性化策への期待はあるものの、
価格競争激化・成長鈍化は不可避

新興国主導の経済成長は持続、
先進国は構造変化に伴う需要が中心

• 社会インフラの高度化や資源開発関連の需要が拡大

• 新たなトレンドを軸とした構造変化が、先進国中心に加速

（スマートフォン・クラウド・ビッグデータ・ＳＤＮ※ 等）

※ SDN : Software-Defined Networking

グローバル化・構造変化・新市場を軸とした競争が激化

→ 従来のビジネスの延長線から脱却することが不可欠

Ｉ
Ｃ
Ｔ
市
場
環
境
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中期経営方針
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※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

（１） 社会ソリューション事業への注力

（２） アジアへの注力、現地主導型ビジネスの推進

（３） 安定的な財務基盤の構築

社会価値創造型企業への変革
l ＩＣＴによる社会インフラ高度化事業に経営資源を集中
l 社会課題の解決を成長機会と捉え、新たなビジネスモデルを確立

グローバルで戦える成長基盤を確立
l アジアを中心とした新興国、発展途上国に注力
l 現地ニーズに対する感度を高め、事業スピードをアップ

l コスト競争力の強化
l 営業利益1,500億円、ＦＣＦ1,000億円を創出する収益構造の確立
l ハイブリッド・ファイナンスによる財務余力の確保

営業利益率5％、海外売上比率25％の早期実現を目指す
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12年度
（実績）

15年度
（計画）

年平均
成長率

売上高 30,716 32,000 1.4％ (3.4％)

営業利益 1,146 1,500

当期純利益 304 600

フリー・キャッシュ・フロー 420 1,000

ＲＯＥ 4.5％ 10％

(  )はＮＥＣトーキン、
ＮＥＣロジスティクス、

ＮＥＣモバイリング を除く

（億円）

中期経営目標 （総括）

Page 6

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在
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「安全・安心な暮らし」、 「効率的な資源活用」 などの

課題解決を目指す 「新しい社会インフラ」 が重要に

エネルギー需要

倍1.8
食料需要

倍1.7
温室効果ガス

倍1.5
水需要

倍1.6

世界経済規模 倍４

人口の増大をベースにした経済成長が期待される一方で・・・

※

世界人口70億人 億人90 都市に住む人口50％ %70
（1.3倍）

（現在 ⇒ 2050年）

（出典 ： 国連、ＦＡＯ、ＯＥＣＤ、ＰＷＣ、ＩＭＦ）

これからの世界経済
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ＮＥＣが考える新しい社会インフラ

Page 9

安心安全 効率 公平

人が生きる、豊かに生きる

テレコムキャリア
（情報ネットワーク）

パブリック
（防災、セキュリティ、電子行政、金融）

エンタープライズ
（流通、物流、交通）

スマートエネルギー

社会ソリューション事業

ＩＣＴによる社会インフラの高度化
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（１） ＩＣＴによる社会インフラの高度化 ①
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豊富な実績・強いポジションを梃子とし、グローバルに展開

））））））

））））））

）））

）））

）））
）））

海底

空港

港

工場

鉄道

道路

銀行

企業 電波塔

放送局

重要施設

郵便局

物流基地

病院

行政

消防署
通信 小売店

エネルギー

ダム・水道

宇宙

光海底ケーブル

海底地震計

航空管制

指紋認証

銀行ＡＴＭ

各種業務システム

デジタルＴＶ送信

ＴＶスタジオ

電子カルテ

電子政府
水管理

漏水検知 ＰＯＳ

港湾監視

水中監視

生産管理
工場管理

鉄道通信 交通管制 施設監視 郵便区分機
物流

消防システム

通信システム
スマートエネルギー

衛星通信・地球観測

次世代ネットワーク技術

高性能・高信頼 ＩＴ基盤技術

各種センサ・ヒューマンインターフェース技術

テレコム
キャリア

パブリック
エンター
プライズ

スマート
エネルギー担当ＢＵ：

社会インフラを支えるＮＥＣのＩＣＴ

•「海底から宇宙まで」、ＩＣＴを活用した社会インフラの高度化領域へ経営資源を集中
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（１） ＩＣＴによる社会インフラの高度化 ②
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大量情報の収集 分析・将来予測 社会課題の解決

• インバリアント分析

• 異種混合学習

• 顔画像解析

• 行動分析

• テキスト含意認識

• 監視カメラ

• スマートデバイス

• 蓄積データ

• 各種センサ

SDN : Software-Defined Networking

・ネットワーク仮想化

・サイバーセキュリティ

独自性・競争優位性あるＩＣＴアセットを活かした情報による社会価値創造

各種センサ・
ﾋｭｰﾏﾝｲﾝﾀﾌｪｰｽ技術

高性能・高信頼ＩＴ基盤技術

次世代ネットワーク技術

CLOUD BIG
DATA

SDN

※ 米国国立標準技術研究所 （NIST） 主催の評価タスクでの参加機関中No.1の評価を獲得

独自

独自

独自

No.1

No.1

※

※

海底～宇宙まで

世界初ＳＤＮスイッチ

今後の情報システムに不可欠

流通・物流

防災・セキュリティエネルギー・気象

交通

農業 医療

製造

財政
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（１） ＩＣＴによる社会インフラの高度化 ③
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事業構造改革を進め、ＩＴ・ネットワークをコアにサービス領域を強化

OUT

コンサルティング

運用サービス 等

• 2004 DRAM事業

• 2004 ﾌﾟﾗｽﾞﾏﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ事業

• 2007 レーザー加工事業

• 2008 光ディスク事業

• 2011 コンシューマＰＣ事業

• 2011 液晶事業

• 2012 電子部品事業

• 2013 半導体事業 等

IN

各種センサ・
ヒューマンインターフェース技術

高性能・高信頼 ＩＴ基盤技術

次世代ネットワーク技術

ＩＣＴアセットの重点化

現在のＮＥＣ

事業撤退

• 2004 ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ （ABeam）

• 2004 金融向けSIｻｰﾋﾞｽ （Decillion)

• 2008 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙNWｻｰﾋﾞｽ （NetCracker）

• 2012 映像監視ｻｰﾋﾞｽ （Global View）

• 2012 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙNWｻｰﾋﾞｽ （Convergys）

• 2012 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙITｻｰﾋﾞｽ （CSG）

• 2013  情報ｾｷｭﾘﾃｨ （ｻｲﾊﾞｰﾃﾞｨﾌｪﾝｽ研究所）

等

サービス領域強化

• 2010 トルコ現地法人設立

• 2011 南アフリカ現地法人設立

• 2012 韓国現地法人設立

• 2012 ナイジェリア現地法人設立 等

海外拠点強化
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（２） 社会課題解決に向けたビジネスモデル変革
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社会の本質的課題を追求、価値創造の手段を増やし、競争力を強化

• お客さまの『コスト』の存在より脱却、社会課題解決をビジネスと捉え、潜在ニーズを追求

• ＩＣＴアセットのみならず、運用サービス・金融機能 等を束ねた トータルバリューを提供

エネルギー
ロスの低減

重大事故・犯罪
災害脅威の抑制

予防医療
健康増進

食物生産量
拡大・ロス低減

財政の効率化
納税・社会保障

社会課題 (例)

社会ソリューション事業

• ＩＣＴアセット
BIGDATA/SDN/クラウド基盤 等

• コンサルティング

• 運用サービス 等

価値創造の手段 (競争力強化)

• オープンイノベーション

• パートナリング

• プロジェクトファイナンス

社会・お客さまの
本質的課題の追求

新たな価値
・市場創造
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お客さま

クラウドサービス

プラットフォーム

センサー・デバイス

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

キ
ャ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
会
イ
ン
フ
ラ

エ
ネ
ル
ギ
ー

当社事業の 「４本柱」

本質的課題
の追求

新たな価値
・市場創造

シーズ起点の

個別最適な

事業の集合体

お客さま起点で
４本柱を最適化

常に市場とお客さまを意識したスピード感ある組織体制の確立

• お客さまの潜在ニーズに応えるためのビジネスモデル変革・創造機能の強化

• グローバル最適視点での業務プロセス見直し、競争力ある製品・サービス創出

• 製品・技術・人的アセットの組織的融合による現場力の最大発揮

お客さま

社会ソリューション事業

ビジネスイノベーション統括ユニット

システムプラットフォームＢＵ

パブリック
ＢＵ

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
ＢＵ

ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰ
ＢＵ

ﾃﾚｺﾑｷｬﾘｱ
ＢＵ

One NEC

Global 1st

CS No.1

（３） 社会ソリューション事業遂行体制

※ ＢＵ： ビジネスユニット
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（４） 事業構造の転換
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社会ソリューション事業を牽引役とした長期的成長と収益性向上

15年度
（計画）

12年度
（実績）

社会ソリューション
事業

ＳＤＮ、
スマートエネルギー、

セーフティ関連で
約1,000億円の

投資を計画

32,000
30,716

22,100
(69%)18,100

(59%)

②

③

④

①

売上高 営業損益

①パブリック・

エンタープライズ・

スマートエネルギー

②テレコムキャリア

③システムプラットフォーム

④その他事業

（営業損益は内部控除含む）

15年度
（計画）

12年度
（実績）

1,146

1,500

1,700
(7.7%)

1,260
(7.0%)

社会ソリューション事業で全体売上高の７割、営業利益率８% （全社５％） を早期実現

（億円）（億円）

長期的成長

※ 社会ソリューション事業の１２年度は概算値。予想値は、２０１３年４月２６日現在
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① パブリック・エンタープライズ・スマートエネルギー
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強いアセットの組織的融合と国内ポジションを活かした事業拡大

中期目標 成長戦略

• グローバルで増え続ける

社会インフラ高度化需要の獲得

（スマートエネルギー、セーフティ等）

• 強いアセットの融合とサービス領域強化

によりグローバル競争力を向上

（特徴ある技術・プロダクト × ＳＩサービスノウハウ等）

• 強いニッポンを支える新しい国のインフラ

づくりへの貢献と海外展開の推進

ＩＴサービス

社会インフラ

スマート
エネルギー

15年度
（計画）

12年度
（概算値）

エンター
プライズ

パブリック

スマート
エネルギー

旧ＢＵ 新ＢＵ

11,000

14,100CAGR: 
8.6%

（億円）
営業利益率

5%

7%

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在
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② テレコムキャリア
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キャリアビジネスの変化を捉え、ＴＯＭＳ・ＳＤＮを柱として成長

• スマートデバイス普及によるサービス・

アプリケーションの変革、トラフィックの急増

• 災害対応、省電力化等の社会要請

• グローバル実績を強みにＴＯＭＳ事業拡大

• キャリアの収入増、費用効率化を実現する

ＳＤＮを業界に先駆けて提供

• ＩＴ・ネットワーク技術力の結集による

End-to-Endソリューションの提供
(ＳＤＮ～ＴＯＭＳ～サービスアプリ連携等)

TOMS: Telecom Operations Management Systems
SDN: Software-Defined Networking

ＩＴサービス

キャリア
ネットワーク

テレコム
キャリア

15年度
（計画）

12年度
（概算値）

旧ＢＵ 新ＢＵ

7,100

8,000CAGR: 
4.1%

営業利益率

10%

10%

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

中期目標 成長戦略
（億円）
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③ システムプラットフォーム
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グローバルで生き残れるコスト競争力強化と安定品質の確保

• 社会ソリューション事業を下支えする
基盤 （ＢｔｏＢ向けプロダクトの一括提供体制）

• 製品単体・ＳＩコンポーネント販売より
ソリューションプラットフォームへ転換

• パートナリング強化、ＯＥＭ販売を拡大

パーソナル

プラット
フォーム

ＩＴサービス システム
プラット
フォーム

社会インフラ 7,500
8,000

15年度
（計画）

12年度
（概算値）

社会ソリューション事業

BIGDATA クラウド データセンター

インフラ
サービス

サーバ、ストレージ、
システムソフトウェア、

ネットワーク

企業向け
端末

+
垂直統合型

プラットフォーム
（ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝのﾊﾟｯｹｰｼﾞ化）

データセンター型
プラットフォーム

CAGR: 
2.2%

営業利益率

4%
5%

旧ＢＵ 新ＢＵ

中期目標 成長戦略

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

（億円）
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④ その他の事業
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社会ソリューション事業を軸としたポートフォリオ経営を徹底

経営資源を社会ソリューション事業へ集中

コンシューマ向け事業

携帯電話端末事業 （NECｶｼｵﾓﾊﾞｲﾙ）

その他事業／機能

グループ内物流機能 （NECﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ）

•日本通運との戦略的提携、合弁会社化

•グローバルなサプライチェーン基盤の拡充

グローバル規模での競争力確保の枠組みと
して、パートナリングを検討・実行

その他課題事業

事業計画のレビューをきめ細かく行い、
構造改革やアライアンスを早期に実行

携帯電話販売事業 （NECﾓﾊﾞｲﾘﾝｸﾞ）

•MXﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ （丸紅子会社） TOBに
当社保有全株式応募

•スケールメリットによる事業価値拡大
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２０１５中期経営計画
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海外事業戦略 （全体）
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4,831

7,500
ＣＡＧＲ
15.8％

海外売上高

海外売上比率

15年度
（計画）

12年度
（実績）

パブリック・エンタープライズ・スマートエネルギー

• グローバルセーフティ、スマートエネルギー等、

社会インフラの高度化に即したソリューション提供により積極拡大

テレコムキャリア

• ＴＯＭＳ、ＳＤＮのグローバル展開、収益拡大モデルの構築加速

• ワイヤレスブロードバンド事業の維持・拡大

システムプラットフォーム、その他

• 企業ネットワーク端末のﾕﾆﾌｧｲﾄﾞｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの移行推進 他

社会ソリューション事業へ集中、海外売上比率２５％を早期実現

16%

23%

社会ソリューション
事業へ集中

（１） アジア（新興国・発展途上国） へ注力 （２） 現地主導型ビジネスの推進

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

（億円）
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市
場
と
提
供
価
値

成
長
戦
略

セーフティ

• 注力する「社会ＩＤ」、「重要施設監

視」、「サイバーセキュリティ」、「防災」

の市場規模は約3.3兆円(17年度)

• ＮＥＣならではの、ＩＴ・ＮＷとセンサ

技術を駆使したソリューション展開

• 現地ＳＩ力、顧客基盤あるアジア、中南

米を中心に成功モデルを早期に獲得

• 共通ソリューションモデル開発による

収益性向上と他地域への展開加速

ｲﾝﾀｰﾎﾟｰﾙと
ｻｲﾊﾞｰｾｷｭﾘﾃｨ
対策で提携
(12年12月)

スマートエネルギー

• 「電池」、「エネルギー・ＳＩ」、

「エネルギー・サービス」 を中心とした

市場規模は約7兆円(15年度)

• エネルギーの自立・分散・多様化を

支えるソリューションを提供

• コンポーネントとＩＣＴを融合させた

「エネルギーサービス」 へウェイトシフト

• アライアンスによるソリューション

強化と顧客・チャネル開拓を加速

イタリア
「次世代ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ」

伊ＥＮＥＬ社と開発中の
大型蓄電システム中心の
ソリューション

（当社試算による）

グローバル成長戦略 ① （パブリック・エンタープライズ・スマートエネルギー）

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

（当社試算による）
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グローバル成長戦略 ② （テレコムキャリア）
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• グローバル先進キャリア市場への注力

ü ソリューション共同開発

ü 成果を新興国にも展開

• 標準化推進による普及、プレゼンス確保

• 成長の見込める次世代OSS/BSS市場

に向けて、ワンプラットフォーム製品投入

(旧Convergys BSS製品の統合)

• 電力・物流等、非キャリア顧客へも拡販

※1 各社予想を基にＮＥＣで推定 ※2 Infonetics Research

ＴＯＭＳの実績とＳＤＮの先行優位性を強みとして事業を拡大

ＴＯＭＳ

市場規模 ※1

(USD $B)

9.1
9.4

9.8
10.2

10.6

次世代
OSS/BSS

既存
OSS/BSS

一体運用

個別運用

(USD $B)

0.3
1.1

3.6

7.5

14.3

ソフトウェア

ハードウェア

ＳＩ
サービス等

市場規模 ※2

ＳＤＮ

NTTｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ、
ﾃﾚﾌｫﾆｶ 等

Telecom Operations Management Systems Software-Defined Networking

ＯＳＳ：Operations Support Systems

ＢＳＳ：Business Support Systems/Billing Support Systems
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（１） アジアへの注力

Page 24

全体最適化と
インフラ刷新

都市化に伴う
高度化への対応

社会インフラの高度化・経済の発展

5％

10％

市場
成長率

Gartner調べ
13-15  CAGR

セーフティ、エネルギー等

積極的事業拡大

ﾓﾊﾞｲﾙﾊﾞｯｸﾎｰﾙ
事業等市場開拓

経営基盤再構築と

事業トランスフォーメーション

(TOMS、SDN、ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰ)

国家インフラの
基盤整備

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ・ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ・
ｽﾏｰﾄｴﾈﾙｷﾞｰ

ﾃﾚｺﾑ
ｷｬﾘｱ

ｼｽﾃﾑﾌﾟﾗｯﾄ
ﾌｫｰﾑ 他

260

600

12年度

15年度
（計画）

2,500

4,500

2,070

2,400

アジア・中南米

中近東・アフリカ 等

欧州・北米

社会インフラ高度化需要の旺盛なアジアに最注力

12年度

15年度
（計画）

12年度

15年度
（計画）

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

（億円）
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（２） 現地主導型ビジネスの推進 ①
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グローバル
セーフティ

TOMS ※

エネルギー
ソリューション

グローバル５極体制を進化させ、現地主導型ビジネス展開を加速

• 現地マーケティング・開発機能等を強化、地域毎の強みを相互展開

• 現地社員の知恵を集め、新たなビジネスに転換

• 日本からのサポート体制を強化

USA

EMEA

China APAC

NEC
JAPAN

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

LATAM

Local to GlobalHQ to Global

EMEA

China

APAC

LATAM

USA

JAPAN

グローバル
セーフティ事業部

Global View

買収

新設

NetCracker

買収

※ TOMS: Telecom Operations Management Systems
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（２） 現地主導型ビジネスの推進 ②
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事業戦略 ビジネスプラン SL開発 チーム編成 事業展開マーケティング

•指紋・顔認証、ビデオ監視等のコアアセットに
対して、プリセールスにより各地域における
事業展開をスピーディに支援

•各現地法人の事業遂行能力を向上

グローバル市場 （他地域） への速攻展開

グローバルセーフティ事業部

（GSD）

Leader
Pre-sales

Development

現地ニーズに対する感度を高め、事業スピードをアップ

『グローバルセーフティ事業部 （ＧＳＤ）』 を新設

• セーフティ事業の戦略拠点をアジア(シンガポール)に設置、重点強化

• マーケティング、共通ソリューション開発、横断的推進活動、プロジェクト支援を実施

GSD
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２０１５中期経営計画
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Ⅱ 社会ソリューション事業への注力

Ⅰ Ｖ２０１２の振り返りと中期経営方針

Ⅲ アジアへの注力、現地主導型ビジネスの推進

Ⅳ 安定的な財務基盤の構築

Ⅴ まとめ
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（１） コスト競争力の強化

Page 28

通常のコストダウン施策に加え、対象領域を拡大
ロスミニマム化施策により、12年度比で 300億円削減 （15年度）

ロスコスト （品質コスト） の更なる効率化

• 中国拡大・インド活用、デリバリーセンター化へ向けた基盤強化

• 上流の設計工程の活用を強化

グローバルＳＣＭ体制の拡充

• 関係会社含めたグループ共通経費の費目別集約化・効率化

• 間接部門のリソースシフトとシェアード化推進

• プロダクト事業 ： 集中購買、最適生産、開発基盤の効率化

• 現地主導型事業 ： グローバル調達網構築による現地調達力の強化

オフショア活用拡大

グループ間接費用の更なる削減

• ＳＩサービスにおける品質マネジメント、プロジェクトマネジメント強化

• 海外生産・開発における品質管理の強化

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在
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（２） 利益構造 （営業利益→当期純利益）
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500

1,000

1,500

0

▲
226

▲
388

1,146

当期純利益
304

1,500

当期純利益
600

営業外損失、特別損失の圧縮による当期純利益の確保と配当継続

•持分法投資損益の安定化

•退職給付費用削減

•構造改革継続の費用の確保

（億円）

営業利益

営業外損益

特別損益

12年度
（実績）

15年度
（計画）

▲
227

法人税 等

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在
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年間１,０００億円以上のフリー・キャッシュ・フローを安定的に創出

営業キャッシュ・フロー

1,000

2,000

0

•利益積上による安定的キャッシュ・フロー創出

•ＣＣＣ圧縮活動による資金効率化の追求

→ トータルサプライチェーン圧縮・効率化の視点で、事業特性
に応じた、「事業モデル構築」「契約条件改善」を実行

693
内

税

前

損

益

FCF 1,000 

Cash Conversion Cycle

CCC日数 （売掛金-前受金＋棚卸） 回転日数 ー 買掛金回転日数

現状

効率化
目標

▲
1,017

FCF 420

51日
事業単位に、
20％の効率化

を目指す

•ポートフォリオ変革による設備投資領域の転換

•ＳＤＮ、スマートエネルギー、セーフティなど
成長分野へ投資

投資キャッシュ・フロー

（３） キャッシュ・フロー

Page 30

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

12年度
（実績）

15年度
（計画）

（億円）

1,437
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（４） 財務基盤の確保
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財務基盤の強化

先行投資余力の確保

安定的財務基盤の確保と注力領域への先行投資

•ＳＤＮ、スマートエネルギー、セーフティなど注力領域への先行投資実行

•不測の事業環境悪化時の財務余力の確保

•中期計画実行による利益確保、営業キャッシュフロー捻出

•フリー・キャッシュ・フロー内での投資実行

•ハイブリッド・ファイナンス実行 （調達額：1,300億円 資本性50% ［R&I］）

財務基盤強化と注力領域への先行投資の両方を実現
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２０１５中期経営計画
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Ⅱ 社会ソリューション事業への注力

Ⅰ Ｖ２０１２の振り返りと中期経営方針

Ⅲ アジアへの注力、現地主導型ビジネスの推進

Ⅳ 安定的な財務基盤の構築

Ⅴ まとめ
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中期経営方針
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営業利益率5％、海外売上比率25％の早期実現を目指す

再掲

※ 予想値は、２０１３年４月２６日現在

（１） 社会ソリューション事業への注力

（２） アジアへの注力、現地主導型ビジネスの推進

（３） 安定的な財務基盤の構築

社会価値創造型企業への変革
l ＩＣＴによる社会インフラ高度化事業に経営資源を集中
l 社会課題の解決を成長機会と捉え、新たなビジネスモデルを確立

グローバルで戦える成長基盤を確立
l アジアを中心とした新興国、発展途上国に注力
l 現地ニーズに対する感度を高め、事業スピードをアップ

l コスト競争力の強化
l 営業利益1,500億円、ＦＣＦ1,000億円を創出する収益構造の確立
l ハイブリッド・ファイナンスによる財務余力の確保
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グループビジョン実現に向けたＮＥＣの事業ドメイン
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• ＩＣＴで世界中の社会インフラの高度化を支える

• 社会課題の解決を成長機会と捉え、新たなビジネスモデルを確立

社会価値創造型企業へ変革

安全・安心・効率的・公平で豊かな社会の実現

社会ソリューション事業
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ＮＥＣグループビジョン2017
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To be a leading global company 
leveraging the power of innovation

to realize an information society 
friendly to humans and the earth

NEC Group Vision 2017

人と地球にやさしい情報社会を

イノベーションで実現する

グローバルリーディングカンパニー





＜将来予想に関する注意＞

本資料には日本電気株式会社および連結子会社 （以下ＮＥＣと総称します。） の戦略、財務目標、技術、製品、サービス、業績等に

関する将来予想に関する記述が含まれています。将来予想は、ＮＥＣが金融商品取引所や関東財務局長等の規制当局に提出する他

の資料および株主向けの報告書その他の通知に記載されている場合があります。ＮＥＣは、そのような開示を行う場合、将来予想に

関するセーフハーバー （ｓａｆｅ-ｈａｒｂｏｒ） ルールに準拠しています。これらの記述は、現在入手可能な仮定やデータ、方法に基づいて

いますが、そうした仮定やデータ、方法は必ずしも正しいとは限らず、ＮＥＣは予想された結果を実現できない場合があります。また、こ

れら将来予想に関する記述は、あくまでＮＥＣの分析や予想を記述したものであって、将来の業績を保証するものではありません。この

ため、これらの記述を過度に信頼することは控えるようお願いします。また、これらの記述はリスクや不確定な要因を含んでおり、様々

な要因により実際の結果とは大きく異なりうることをあらかじめご了承願います。実際の結果に影響を与える要因には、(1)ＮＥＣの事

業領域を取り巻く国際経済・経済全般の情勢、(2)市場におけるＮＥＣの製品、サービスに対する需要変動や競争激化による価格下

落圧力、(3)激しい競争にさらされた市場においてＮＥＣが引き続き顧客に受け入れられる製品、サービスを提供し続けていくことがで

きる能力、(4)ＮＥＣが中国等の海外市場において事業を拡大していく能力、(5)ＮＥＣの事業活動に関する規制の変更や不透明さ、

潜在的な法的責任、(6)市場環境の変化に応じてＮＥＣが経営構造を改革し、事業経営を適応させていく能力、(7)為替レート （特

に米ドルと円との為替レート） の変動、(8)ＮＥＣが保有する上場株式の減損をもたらす株価下落など、株式市場における好ましくな

い状況や動向、(9)ＮＥＣに対する規制当局による措置や法的手続による影響等があります。将来予想に関する記述は、あくまでも

公表日現在における予想です。新たなリスクや不確定要因は随時生じるものであり、その発生や影響を予測することは不可能であり

ます。また、新たな情報、将来の事象その他にかかわらず、ＮＥＣがこれら将来予想に関する記述を見直すとは限りません。

本資料に含まれる経営目標は、予測や将来の業績に関する経営陣の現在の推定を表すものではなく、ＮＥＣが事業戦略を遂行するこ

とにより経営陣が達成しようと努める目標を表すものです。

本資料に含まれる記述は、有価証券の募集を構成するものではありません。いかなる国・地域においても、法律上証券の登録が必要

となる場合は、有価証券の登録を行う場合または登録の免除を受ける場合を除き、有価証券の募集または売出しを行うことはできま

せん。

（注）
当社の連結財務諸表作成に関する会計基準は 「日本会計基準」 を採用しています。
年度表記について、２０１０年度は２０１１年３月期、２０１１年度は２０１２年３月期 （以下同様） を表しています。


